
 

 【 第１２回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

 

日   時： 令和４年６月１日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所： 本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者： 熊本大学長     小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

       理事・副学長（研究・グローバル戦略担当） 

大谷 順(ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ) 

 

内 容： 

１．「イノベーションネットアワード２０２２」地域産業支援プログラム文部科学大臣賞の 

受賞について（資料１） 

    

２．学生の取り組み紹介 

～防災グランピングを盛りこんだ政策提言について～（資料２） 

 

３．その他  

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 

 



文部科学大臣賞
熊本大学生命資源研究・支援センター

世界のゲノム科学を支援するゲノム編集動物
に関する基盤技術開発の地域連携

発表者：竹尾 透
熊本大学生命資源研究・支援センター

資源開発分野

 令和4年6月1日開催
 熊本大学定例学長記者懇談会
 資料１
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熊本大学生命資源研究・支援センターが
文部科学大臣賞を受賞



全国イノベーション推進機関ネットワーク

【活動内容】
１．情報収集・発信、交流事業
２．海外関連機関等との国際交流事業
３．支援人材の連携・活動促進事業
４．各種協力事業
５．地域発イノベーションによる地域経済活

性化に関する顕彰事業
“イノベーションネットアワード”

●全国各地で地域発イノベーションの推進を担う産業支援機関や大学など全国組織
●地域や組織の垣根を越えた連携の促進、各種支援人材の育成、交流及び活動支援に
より地域イノベーションの推進を目的
●地域特性に応じて、新事業・新産業を創出するための地域産業支援に関する優れた
取組を表彰：イノベーションネットアワード
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第11回地域産業支援プログラム表彰事業：
イノベーションネットアワード2022
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第11回イノベーションネットアワードの選考

事業目的や内容、地域資源の活用、地域への貢献、
地域内外への波及効果等が審査
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熊本大学生命資源研究・支援センター

動物資源開発研究施設：
Center for Animal Resources and 

Development: CARD
遺伝子改変マウス

【事業概要】
 熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究施設 (Center for Animal Resources
and Development: CARD) は、学術、医薬およびバイオ産業において病気の原因解明、治療法
の研究開発に利用される重要なゲノム編集動物である遺伝子改変マウスに関して、九州圏
内・国内及び国際的な産官学連携活動を行っている。
 遺伝子改変マウスに関する技術的課題を解決し、遺伝子改変マウスの作製、保存および供給に関する研究
支援（日本初のマウスバンク事業）、人材育成、特許の取得、支援企業における事業化を進めている。
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強み：独自の生殖工学技術

排卵技術 受精技術 精子保存技術

遺伝子改変マウスの作製・保存・供給に関する基盤技術を確立

排卵数が5倍に増加 受精率が5倍に上昇 10日間冷蔵保存が可能

contro
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世界の研究者と遺伝子改変マウスを繋ぐマウスバンク
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預ける

遺伝子改変マウス
・情報管理
・情報公開
・授受仲介
・凍結胚・精子作製
・試料保管
・個体作製
・飼育
・輸送手配
・技術者

受け取る

受け取る

受け取る
熊本大学CARD
マウスバンク
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生殖工学に関する人材育成

国内外で生殖工学技術研修会を開催し
高度技術者を養成

説明→デモンストレーション→実習

熊本大学CARD、
国内外の研究機関で開催

700名以上
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生殖工学技術に関する特許取得
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遺伝子改変マウスに関する基盤技術の知財化



11

産学連携による生殖工学試薬の製品化

生殖工学関連試薬

生殖細胞用冷蔵輸送キット

過剰排卵誘起製剤

マウス生殖工学に関する新市場の開拓
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マウスバンクに関する国際連携

３．欧米豪アジア南米の主要研究機関
と部局間協定

４．アジアのマウスリソース組織を創設

8カ国、11機関

世界のマウス
リソース：
40％

１．熊本大学CARDマウスバンクが
国際的に推奨

２．マウスリソース国際データベース

国内外の29機関・組織が加盟

遺伝子改変マウス共有
の研究基盤の構築



世界のゲノム科学を支援するゲノム編集動物
に関する基盤技術開発の地域連携

成果１．CARDマウスバンクの成果 成果４．産学連携成果２．人材育成

遺伝子改変マウス、凍結胚・精子、マウス情報、
ゲノム編集・生殖工学、解析技術の提供

遺伝子改変マウス、凍結胚・精子、マウス情報の
保管、課題の収集

成果３．特許取得

本事業の成果

（地域企業へ技術導出し
試薬販売事業化）

【事業概要】
 熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究施設 (Center for Animal Resources
and Development: CARD) は、学術、医薬およびバイオ産業において病気の原因解明、治療法
の研究開発に利用される重要なゲノム編集動物である遺伝子改変マウスに関して、九州圏
内・国内及び国際的な産官学連携活動を行っている。
 遺伝子改変マウスに関する技術的課題を解決し、遺伝子改変マウスの作製、保存および供給に関する研究
支援（日本初のマウスバンク事業）、人材育成、特許の取得、支援企業における事業化を進めている。

（生殖工学技術者を育成）（ゲノム科学に有用な遺伝子改変マウスの保存と供給） （生殖工学技術の知財保有）

熊本県におけるイノベーション創出基盤として地域産業の活性化に貢献
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 令和4年6月1日開催
 熊本大学定例学長記者懇談会
 資料2




































